
NTTデータは、2020年10月14日〜16日の3日間 「NTTデータ テクノロジーカンファレンス 2020 ～ 未来を

創る NTT DATA の 確かな技術力 ～」 をオンラインイベントとして開催いたします。

コロナ禍の状況で世の中が大きく変化する中、いち早く新たな未来を創っていくために、先進的な知見と

確かな技術力の重要性がより高まっています。 本イベントでは、AIをエンタープライズで活用するための

取り組みや、組織改革とクラウド活用の事例、 COVID-19に立ち向かうNTTデータの最先端技術、OSSを中

心とした最新技術動向など、NTTデータならではの先鋭的な技術トピックを、 一緒に取り組んだお客様と

共にNTTデータの高度な技術者がご紹介いたします。

皆様のご参加をお待ちしております。

日　時：2020年10月14日(水)〜16日(金)

会 場：オンライン開催(※推奨環境はこちら)

参加費：無料

主　催：株式会社NTTデータ

DAY1  DAY2  DAY3
※プログラムが変更になる可能性がございます。ご了承ください。

DAY1：10月14日（水）

オープニングトーク・ご案内

プログラム



13:00 ～

NTTデータ 技術革新統括本部 濱野 賢一朗

【基調講演】JCBのPayment as a Service 実

現にむけたゼロベースの組織変革とテクニカ

ル・イネーブラー

株式会社ジェーシービー デジタルソリューション開発部 部長

片岡 亮介 氏

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 金田 和大

<講演概要>
市場の変化やお客様のニーズに迅速に応え続けるた

めには、ビジネスアイデアを短期間で市場に投入す

るアジリティが重要です。 アジリティの実現には、

旧来の重厚長大なシステム開発とは異なる方法論や

組織編成、そしてなによりテクノロジーが必要不可欠

です。

本セッションでは、JCB様の目指すPayment as a

Service 実現にむけたこれまでの取り組みとCloud

Nativeの特性を 具備するアプリケーションの開発を

支えるゼロトラスト志向の開発環境やプラットフォ

ームについて、導入のポイントとともに説明します。

13:35 ～

【基調講演】信頼できるAI活用を支えるNTT

データの理念と技術

NTTデータ 技術革新統括本部長 冨安 寛



<講演概要>

ビジネスアプリケーションに機械学習技術が組み込

まれることによって、様々な業務の効率化や新しいサ

ービスの開発が進みつつあります。 しかしその一方

で、急激なAI適用の拡大は、誤動作による事故、公平

性やプライバシーへの懸念など、新たな社会的な問題

も生み出しています。

本セッションでは、信頼できるAI活用を実現するため

のNTTデータの考え方と、取り組みの全体像について

ご紹介します。

13:50 ～

感性のDX実現へ仮想脳「NeuroAI」

NTTデータ 社会基盤ソリューション事業本部ソーシャルイノ

ベーション事業部 角 将高

<講演概要>

スマートフォンやIoTデバイス等の普及により人の行

動がデータとして収集・分析できるようになり、消費

者理解の高度化が進んでいます。 個に対応したマー

ケティングや消費者中心・ヒューマンセントリックの

考え方も広がってきています。 NTTデータでは、人

の知覚体験・行動を「脳の情報処理」と捉え、脳活

動の推定・解読技術「NeuroAI」を開発。 その概要

をお話しし、今回用にフォトコンテストもご用意し

たのでお楽しみください。

14:15 ～

信頼できるAIシステム開発の勘どころ

～AI開発方法論×AI品質保証～

NTTデータ 技術開発本部 部長 武田 光平



<講演概要>

企業へのAI導入は、実証実験のフェーズから本格的な

ビジネス適用のフェーズに移りつつあります。 一方

で、機械学習技術を組み込んだシステムの開発には、

従来の開発プロセスや品質の考え方とは異なる視点

が要求されます。 これを考慮せずに開発を進める

と、精度や速度などの技術的な問題だけでなく、公

平性など社会的な問題も引き起こす可能性がありま

す。

本セッションでは、こういった問題に対処し、信頼

できるAIシステムを実現するためにNTTデータが進め

ている、AI開発プロセスの策定と、 AI品質保証技術

開発の取り組みについてご紹介します。

14:40 ～

NTTデータが考えるデータ基盤の次の一手

～AI活用のために知っておくべき新潮流と

は？～

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 土橋 昌

<講演概要>

並列分散処理の技術とともに「ビッグデータ」とい

う言葉が使われるようになって久しいですが、 近年

では「AI」や「機械学習」というキーワードとセッ

トで聞くことも珍しくありません。 ユースケースが

高度化したり、手段が多様化する中で「データを的

確に扱えること」がますます重要な前提になっていま

す。 しかしその一方で、活用を支えるインフラスキ

ル、技術活用ノウハウが実は不足していると感じて

いませんか。

本セッションではNTTデータのビッグデータ活用の

リファレンスアーキテクチャを紹介し、基本的な考え

方をお伝えします。 またデータ分析、AI、機械学習

の活用を指向したデータレイクに向けられる新しい

期待を整理した体系の中から一部ポイントを説明

し、 最後にオープンソースソフトウェアを中心とし

た新潮流を紹介します。 なお、別セッションでは新

潮流の中からDelta LakeやApache Hudiに関する検

証や考察の紹介もございます（※）。 通してご覧いた

だくことで、データレイクの進化のひとつの方向性や

それに寄与する技術の実態までより深く理解できま



す。

※

・10/16 13:30 「分析指向データレイク実現の次の一

手～Delta Lake、なにそれおいしいの？」

・10/16 13:45 「ポスト・ラムダアーキテクチャの切

り札? Apache Hudi」

15:05 ～

データ活用を俊敏に進めるためのDataOps実

践方法とその高度化のためのナレッジグラフ

活用の取り組み

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 八木 香充

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 大山 真実

<講演概要>

近年、ビジネスにおけるデータの価値は高まり続け

ています。 社内に流通するデータを中心として組織

の壁をなくし、 データ供給者とデータ利用者の双方

向性を重視して、俊敏にデータをビジネス価値に変え

るためにDataOpsという考え方が注目を集めていま

す。

本セッションではまずDataOpsの考え方を解説しま

す。 次にお客さまがDataOpsを実践する際の課題を

整理した上で、NTTデータがこれらの課題のクリアを

どうお手伝いできるか述べます。 そして、NTTデー

タによるDataOpsの高度化・効率化を目指した技術

開発の取り組みとして、 ナレッジグラフによるメタ

データ活用技術を紹介します。

Apache Bigtop最前線

NTTデータ 技術開発本部 テクニカルリード（並列分散処理技

術） 関 堅吾



15:25 ～

<講演概要>

Hadoop や Spark を中心とするデータ基盤を構築・

運用しようとすると、以下のような課題に直面しま

す。

・関連するソフトウェアが多数存在するため、すべて

のソフトウェアが相互に運用可能なバージョンの組

合せを特定するのが大変。

・ダウンロードや適切なディレクトリへの配備、依存

する別のソフトウェアのインストール等を、手動や

自作のスクリプトで行うのではなく、OSが提供する

パッケージマネージャで管理したい。

・システムによっては数百台、数千台といった規模の

サーバ群にソフトウェアをインストールする必要が

あるのに加え、要件に応じた適切な設定を施す必要

がある。

・クラスタ構築後、インストールや設定に問題がな

いことを検証する必要がある。

これらの課題に取り組み、オープンかつ無償で利用

可能な Hadoop・Spark ソフトウェアスタックをユ

ーザに提供するためのプロジェクトが、Apache

Bigtop です。 本 LT では、上記の課題に対して

Bigtop がどういった解決策を提供するか、また、間

もなくリリースされる予定の最新バージョン 1.5.0 の

内容についてご紹介いたします。

15:32 ～

自然言語処理のビジネス適用を加速させるド

メイン特化BERT

NTTデータ 技術開発本部 野村 雄司

<講演概要>

2018年10月にGoogleが発表したBERTは、自然言語

処理（NLP）に革新をもたらしました。 汎用言語モ

デルであるBERTは、様々な言語処理タスクに適用可

能ではありますが、 専門用語や業界特有の言い回し

に対する解析能力が十分でないことが実ビジネスへ

の適用を妨げる一つの要因となっています。 そこ

で、ビジネス適用をより一層加速させるべく、当社

では業界特有の表現を追加で学習させた「ドメイン

特化BERT」を開発しています。 ドメイン特化の第一

弾である「金融版BERT」について、構築するための



ノウハウに触れながら、ドメイン特化の効果を実例

を交えてご紹介します。

15:47 ～

Global AI Challenge 2020 – Kaggleを利用し

たコロナ禍による経済影響予測コンペの開催

NTTデータ 技術革新統括本部 企画部 大杉 直樹

NTTデータ 技術開発本部 伊藤 寛祥

<講演概要>

本セッションでは、2020年6月～7月に実施したAIモ

デリングコンペNTT DATA Global AI Challenge

2020について紹介します。 コロナ禍による経済影響

予測をテーマに、全世界のグループ社員を対象として

機械学習のコンペプラットフォームKaggleを用いて

実施しました。 外出制限など多くの制約がある中、

日本、北米、インド、スペイン、中国、ベトナム、イ

タリア、ドイツ、イギリス、ルーマニア、トルコなど

世界各地から215名が参加し、技術力を競い、知見を

共有できました。

コンペ開催の狙いや舞台裏、Kaggle利用のポイン

ト、グローバルにイベントを開催する場合の留意点

も踏まえ紹介させていただきます。

15:54 ～

機械学習による原油価格予測コンテストで賞

金 $1,000 獲得した話

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 佐直 正浩



<講演概要>

本発表では、2020年6月に行われた、AIスキルを競う

オンライン・コンテスト「NTT DATA Global AI

Challenge 2020」の参加記録を紹介します。 コンテ

ストのテーマは「新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の経済効果予測」で、機械学習のコン

ペティションプラットフォーム「Kaggle」上で行わ

れました。 私はこのコンテストで、コンペ部門で世

界７位、ノートブック部門でSilver Notebook

Awardを受賞いたしました。(賞金$1,000獲得) 講演

では、コンペの概要、作成した予測モデル、ノート

ブック、ディスカッション、Kaggleでの活動実績等

について説明します。

16:01 ～

人と機械の協働によりデータ分析作業の効率

化を目指す協働型機械学習技術

NTT ソフトウェアイノベーションセンタ 税所 修 氏

<講演概要>

ビッグデータや機械学習という言葉が広まってから何

年も経ちますが、何千、何万というデータを手作業

で整理するような事例は未だに数多くあります。 こ

れら事例の自動化に向けて機械学習を導入しようと

すると、精度や解釈性などの様々な要件からまずは

大量の正解付きデータを用意しよう、 と元の課題に

戻ることもあります。しかし、手作業で処理を行う専

門家の知見も合わせて活用できるのではないか、 と

考えると完全自動化ではない新しい人と機械の協働

型のアプローチが考えられます。

本セッションでは、教師あり学習における教師デー

タセット構築過程を例題として、専門家の知見を効率

的に組み込む技術について、 NTTソフトウェアイノ

ベーションセンタにおける取り組みをご紹介します。

スキーマレス時代の『現実的にワークする』

データカタログ



16:21 ～

NTTデータ 第四金融事業本部 ITアーキテクト 白水 淳

<講演概要>

「社内のあらゆるデータをデータレイクに蓄積した

ものの、種類が膨大すぎて何がどこに格納されてい

るのか分からない」 「面白い仮説が思いついたが、

その仮説を検証するためのデータの所在が分からな

い」。お客様からのこんなご相談が、この１～２年で

激増しています。 データの所在と意味を調べること

ができるようにするために、「データカタログ」を作

るしかないことは分かっているのですが、 その途方

もない作業に目が眩んでしまうのです。

スキーマレスなデータレイクに対するデータカタロ

グを無理なく構築している事例を紹介しながら、「現

実的にワークする」カタログの育て方を探ります。

16:28 ～

～今話題のMLOpsの作り方～

商用AIサービス創出を短期間で実現し、継続

的にビジネス価値の改善を行うための仕組み

作り

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 山口 永

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 佐々木 克浩

<講演概要>

MLOpsとはDevOpsの機械学習版で、機械学習の開発

担当と運用担当がお互いに協調し合い、 実装から運

用までの流れを円滑に進めるための概念全体を指し

ます。 NTTデータではこれまで顧客へ素早く価値を

届ける事を目的としたDevOpsサービスを提供してお

りましたが、 適用範囲を機械学習案件に広めるため

に、機械学習案件で必要なプロセス、ツール、体制

に関するノウハウもMLOpsサービスとして展開して

おり、 これを適用する事で、従来は数カ月ほどかか

るAIサービスのリリースを最短で数週間で実現する事

が可能になります。

本セッションではMLOpsの実現手段についてデータ

前処理、学習、デプロイ、そして評価までを一気通



貫で、OSSやクラウドサービスをベースにご解説致し

ます。

16:48 ～

深層強化学習で動くラジコン向け自動運転ソ

フトウェアの紹介

NTTデータ 技術開発本部 河村 雅人

<講演概要>

ディープラーニングによってラジコンを自動制御する

AI RC CARが世界中のMakersの間でひそかなブーム

となっています。 このLTではAI RC CARとは何か？そ

して登壇者が趣味で公開した深層強化学習による自

動走行ソフトウェアについて紹介します。

16:55 ～

AIで審査、その実現のために

NTTデータ 技術開発本部 末永 高志

NTTデータ 技術開発本部 小池 大地

<講演概要>

物の判定、発話の書きおこし、文書の仕分け等の行

動がＡＩで代替できるようになり、専門性を要する

審査や検査の業務へのＡＩ導入が期待されています。

審査や検査の形態は多様で、融資審査の数値データ

が中心のものから、輸入貨物の税関検査といった、

目視確認した物品と申請項目の整合性等、複数観点

の確認を行うものまで様々です。 また、判定結果が

申請者の利益に影響を与えるため、説明責任が発生

する場合があります。 これらをＡＩで実現するため



には、多形式のデータの相互関係を捉えることと、ロ

ジックのブラックボックス性の解消が課題となってき

ます。

本セッションでは、これらを解決するためのコア技

術である、マルチモーダルＡＩと説明可能ＡＩを紹

介し、未来のＡＩの作り方を説明します。

17:20 ～

【基調講演】UKで進む医療データサイエンス

英国レスター大学 医学・生命科学研究科副研究科長循環器内

科 教授 鈴木 亨 氏

NTTデータ 技術革新統括本部 稲垣 弘樹

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 梅森 直人

<講演概要>
英国国民保健サービス(NHS)傘下であり、年間約100

万人と英国で最も患者数の多い病院群であるレスタ

ー大学病院でのデータサイエンスの活動について紹

介します。

NHSデータを利活用し、レスター大学病院として今

後注力する領域とは何か。

NHSが定める医療制度長期計画の一要素であるデジ

タル化に対してどう向き合うか。

レスター大学および大学病院が掲げるビジョン

「Digital Twin Patient Cohort」の紹介を通じて、

研究と臨床の最前線から見えるデジタル医療の未来

像とデータサイエンスが今後解くべき課題について

示唆を与えます。



DAY2：10月15日（木）

13:00 ～

ご挨拶

NTTデータ 代表取締役副社長執行役員 技術統括担当 藤原 遠

【基調講演】New Normalに向けた産業構造

転換のためのDX推進と政策展開

経済産業省 商務情報政策局 情報経済課 アーキテクチャ戦略企

画室 和泉 憲明 室長

<講演概要>

経済産業省では、2018年9月に『DXレポート～ITシ

ステム「2025年の崖」の克服とDXの本格的な展開

～』を取りまとめました。 続いて、『DX推進ガイド

ライン』、『DX推進指標』を策定したところ、新型コ

ロナウイルスという不幸な脅威により、 各社のDX推

進への取り組みは待ったなしの状況となりました。

コロナ禍を克服した近未来においては、デジタル企業

によって産業構造が転換され、 データとデジタル技

術の活用による新たな生活様式（New Normal）が

定着するものと考えられています。

そこで、本セッションでは、New Normalにおける

デジタル市場の実現に向けた政策展開として、 DX推

進とアーキテクチャ戦略について、国内外の動向とと

もに紹介します。

【基調講演】COVID-19に立ち向かうNTTデ

ータの最先端技術

NTTデータ 技術革新統括本部長 冨安 寛



13:30 ～
<講演概要>

COVID-19により社会は目まぐるしいスピードで変化

しています。 そのため、社会に必要とされるサービ

スにも大きな変化が起こっており、活用が大幅に促進

された技術も現れています。 NTTデータはコロナ禍

においてお客様の課題解決と自身の変革を通じて新

たな社会の実現を目指しています。

本セッションでは、NTTデータが有する最先端技術

がコロナ禍において、どのように使われているのかご

紹介するとともに、 NTTデータ自身の働き方変革に

関する取り組みをご紹介します。

13:55 ～

COVID-19によるリモートワークIT環境強化の

裏側

～NTTデータにおける同時接続数拡大との戦

い～

NTTデータ システム技術本部 生産技術部長 須田 将史

NTTデータ ITマネジメント室 部長 水内 祥晃

<講演概要>

COVID-19の影響により、NTTデータグループ内で

は、テレワーク利用人数が急増。 システムキャパシ

ティは、4月7日の緊急事態宣言発令前後では、既に

限界に達していました。 リモートワーク環境への同

時接続数が日々増加する裏側では、ネットワーク機

器の負荷急増、 ネットワーク帯域の枯渇、発生する

機器故障、世界的なIT機器不足などの様々な問題が

発生。 このような状況の中で、社内IT部門が、どの

ように発生する問題に対応したのか、 その過程と採

用した対策など、今後のテレワーク環境の展望など

も含め、その裏側を紹介します。



14:15 ～

ゼロトラスト、やってみた。

～そこにCOVID-19がやってきた～

NTTデータ システム技術本部 セキュリティ技術部 加納 寿浩

<講演概要>

NTTデータでは、境界防御のアーキテクチャで堅牢な

社内OA環境を構築してきました。 しかし、クラウド

サービスの利用が現場で始まり、徐々に境界防御の

前提が崩れ、様々な課題が発生しました。 そこで、

NTTデータでは、ゼロトラスト環境を構築し、2020

年1月から検証をはじめました。そこにCOVID-19が

やってきました。

本セッションでは、検証で得られたゼロトラストの

実践についてご紹介します。

14:35 ～

コロナ禍で挑んだ超高速アジャイル開発

～最速１.5ヶ月でローンチしたおでかけ混雑

マップの舞台裏 (技術編) ～

NTTデータ 製造ＩＴイノベーション事業本部 コンサルティン

グ＆マーケティング事業部 米村 征洋

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 内藤 佑太

<講演概要>

NTTデータがコロナ禍で挑んだ「おでかけ混雑マッ

プ」は、リリースターゲットが1.5ヶ月先、一般消費

者向けのtoC型アプリ、完全リモート環境、 と当社に

とって異例ずくめのスタートでした。当社エンジニア

がAgile、モバイル、Cloud Nativeを駆使して臨んだ

スピード開発について、 テクノロジー目線でその舞

台裏をお伝えします。今後ますます進化するDigital

Transformationにおいて重要となる 「テクノロジー

を駆使して新規サービスを高速に立ち上げるチカラ」

を、大規模SIを得意としてきたNTTデータ流の視点か

らお伝えします。



14:55 ～

疲れないInfrastructure as Code

NTTデータ システム技術本部 生産技術部 佐藤 孝輔

<講演概要>

インフラがクラウドとなった現在、「Infrastructure

as Codeに疲れた」という意見が見られるようになり

ました。 クラウドサービスが提供する抽象化された

APIやUIを利用することで、 誰でも簡単に、再現性高

く実施できるようになったインフラの管理を、 属人

化のリスクがあるコードで実施する意味とは一体何

なのでしょうか？

本セッションでは、NTTデータの実案件の中でクラ

ウド上の基盤自動化に取り組むことにより見えてき

た、 「疲れないInfrastructure as Code」の実現に

向けたエッセンスをご紹介します。

15:02 ～

DXはなぜ進まないのか？ 経営とITの観点から

の課題と提言

早稲田大学 教授 鷲崎 弘宜 氏

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 坂田 祐司



<講演概要>

DXレポート公表から2年が経過したが、依然として多

くの企業がDXを通じたデジタルエンタープライズへ

と変革できていません。 コロナ感染拡大により極端

に不確実性が高まる中、DXの推進が変化への対応そ

のものであり、コロナで目を覚ます必要があります。

本セッションでは、講演者が座長を務める経済産業

省「デジタルトランスフォーメーションの加速に向け

た研究会」WG1の対外報告を参照しながら、 DX推進

における課題と施策を解説します。 具体的には、ユ

ーザ企業において必要な経営者のマインド変革、IT部

門やパートナー企業・ITベンダーを 含む対話の仕組

み、および、デジタル技術とデータに基づく対話の

中身の要点を解説します。

15:27 ～

サポートサービスの上手な活かし方

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 テクニカルリー

ド（並列分散処理技術） 都築 正宜

<講演概要>

ITシステムの開発・運用では、何らかのサポートサー

ビスを利用しているケースは多いでしょう。 あなた

のプロジェクトでは、サポートサービスを上手に使

えていますか？ うまく使えば、必要な時に専門家の

知恵を引き出し効果的に開発・運用を進められる一

方で、 サポートの適切な使い方がわからず障害時な

どに困難に見舞われてしまうプロジェクトも少なくあ

りません。

本セッションでは、サポートの価値をもっと引き出

せるような、今すぐ改善できる小さなアイディアから

プロジェクトの構造上の工夫まで、 いくつかの勘所

をご紹介します。

COVID-19時代のセキュリティ最前線



15:34 ～

NTTデータ システム技術本部 セキュリティ技術部 エグゼクテ

ィブ・セキュリティ・アナリスト 新井 悠

<講演概要>

新型コロナウイルス禍により、テレワークが働き方

に占める割合が急増しています。 本セッションで

は、こうしたIT環境の大きな変化に追従するサイバー

攻撃者の最新の動向と、 その対策・NTTデータの取

り組みについて本セッションではご紹介します。より

具体的には次の内容に触れます。

(1) コロナ禍における攻撃の検出動向

(2) OSINTによるサイバー攻撃者の動静

(3) 前記の実態をふまえたコロナ禍における情報セキ

ュリティ対策とは

15:59 ～

DX実践！

～ビジネスアジリティ向上とマイクロサービ

ス技術GraphQLの活用～

NTTデータ ITサービス・ペイメント事業本部カード＆ペイメ

ント事業部 DXアドボケイト 長田 武徳

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 山田 真也



<講演概要>

我々の事業部では大規模アジャイルフレームワーク

（SAFe）やデジタル技術を活用し、サービスの迅速

な展開に取り組むだけではなく、 さらに組織のアジ

リティを高めるため、DXに取り組んでいます。ビジ

ネスアジリティを高めるためには、サービス性の検

証、改善を如何に早くするか、 さらにチームをスケ

ールして分散・並行開発を行う必要があります。

今回は、そのDXの実践内容の事例を通し、GraphQL

という技術にフォーカスしてビジネスアジリティを高

める活用方法をご紹介します。 また、クラウドネイ

ティブ、マイクロサービスの中での効果的な適用方法

にも触れていきたいと思います。

16:24 ～

【独自R&D】プログラムを自動生成する技術

～ Programming by Example ～

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 竹之内 啓太

<講演概要>

「やりたいことをなんとなく伝えるだけで、プログラ

ムが自動的に生成される」

そんな技術は夢のまた夢だと思っていませんか？実は

このような技術は、ソフトウェア研究の世界で真剣

に取り組まれている課題のひとつです。 我々の研究

チームでは、入出力の例を与えるだけでプログラムを

生成する Programming by Example という技術の

研究を行っています。 その研究成果として、入出力

例からSQLクエリを瞬時に自動生成する独自技術の開

発に成功しました。

本セッションでは、世の中のソフトウェア研究の動

向から始まり、独自技術であるSQLクエリの自動生成

について、デモを交えながら分かりやすく紹介しま

す。



16:36 ～

NTT DATA Technology Foresight

～コロナ禍に活躍した技術の紹介

NTTデータ 技術開発本部 樋口 晋也

<講演概要>

NTT DATA Technology Foresightは社会やビジネス

の変化を予見し、広く世界に発信する活動です。 今

回は特別編として、コロナ禍における技術の活用を中

心に各国の動向や取り組みも踏まえてお話します。

17:01 ～

堅牢な国内システムへの導入でも安心！実践

的Mulesoft設計テクニック

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 鐘ヶ江 越

<講演概要>

DX（デジタルトランスフォーメーション）の一手段

として注目されるiPaaS（integration Platform as a

Service）は国内でも近年導入が進んでいます。 一方

で、クラウド前提であるiPaaS製品はその実力にも関

わらず、"クラウド"だからという理由だけでセキュリ

ティ面や運用面での懸念をお持ちになってしまい 敬

遠されるケースも多々見受けられています。

そんな中、本セッションでは現在国内で最も勢いの

ある製品の一つであるMulesoftをピックアップし、

上記のようなシステム制約をクリアするための実践

的なアーキテクチャ設計テクニックをご紹介いたしま

す。

【コンテナ活用事例】Kubernetes / Istio を

活用したインフラ開発



17:21 ～

～開発アジリティー向上とハイブリッドクラ

ウドへの展望～

NTTデータ システム技術本部 生産技術部 佐藤 優太

<講演概要>

変動の激しいビジネス環境におけるサービス開発で

は、これまで以上の敏捷性や柔軟性が求められます。

スケーラビリティの確保、マイクロサービスの保護、

ベンダロックインの回避、ハイブリッドクラウド管

理といった課題に対して KubernetesとIstioの活用

を行ってきました。Kubernetesはコンテナ化された

サービスを管理するプラットフォームとして広く利

用されています。 さらにIstioを組み合わせることで

マイクロサービスのセキュリティ、トラフィック、モ

ニタリングを強力に管理することができます。

本セッションではサービス開発で直面した課題に、

どのようなインフラ技術を活用したか事例を元に紹

介します。

DAY3：10月16日（金）

13:00 ～

【基調講演】オープンソース in クライシス

～災害・パンデミックで止まらないイノベー

ションの仕組みからの学び～

The Linux Foundation / VP of Japan Operations 福安 徳晃

氏

<講演概要>

2020年に入り発生したコロナ禍により、私たちの経

済産業は大きくそのモメンタムを削がれました。 そ

んな中、オープンソース開発はモメンタムが削がれる

こと無く、むしろ新たな社会課題を解決すべく、開発

コミュニティが力を合わせる機会にもなっています。

本セッションでは、災害時でも効率的な開発を継続

することを可能にしているオープンソース開発の仕組



みを紹介するとともに、 過去と現在において災害時

にオープンソースコミュニティがどのような社会的価

値を創出してきたかを紹介します。 それを通して、

聴講される皆様にとっての「イノベーションを止めな

い仕組み作り」の考察のちょっとしたアイデアとして

頂くことを目的とします。

13:30 ～

分析指向データレイク実現の次の一手

～Delta Lake、なにそれおいしいの？～

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 梅森 直人

<講演概要>

ストリームデータとバッチデータの統合は、ビッグ

データを扱う上での重要な課題の１つです。 近年、

この課題に対応するために、いくつかのストレージ

レイヤソフトウェアが提案されており、その中の１つ

にDelta Lakeが挙げられます。 Delta Lakeは、従前

のデータレイクに分析指向の特長を与え、信頼性の

高い読み書きを高速に実現することを目指して誕生

したプロダクトで、 大量データを扱うAI/MLのユー

スケース等での活用が期待されています。

本セッションでは、Delta Lakeの設計思想、内部ア

ーキテクチャ、外部APIの仕様についておさらいする

と共に、 幾つかのベンチマーク結果を交えて現在の

Delta Lakeの実力値と今後への期待についてご紹介

します。

13:45 ～

ポスト・ラムダアーキテクチャの切り札?

Apache Hudi

NTT ソフトウェアイノベーションセンタ Zhai Hongjie 氏



<講演概要>

「ラムダアーキテクチャ」に代表されるストリームデ

ータとヒストリカルデータの統合についてのチャレ

ンジは様々な形で行われてきました。 その中でも、

近年データレイクをベースとしつつ、不足する

ACID、upsertといった機能を追加するソフトウェア

を組み合わせることで、 より柔軟でスケーラブルな

アーキテクチャを目指すプロジェクトが生じていま

す。

本セッションでは、その1つのOSS実装である

Apache Hudiについて、 アーキテクチャや実装から

読み取れる特性と得意・不得意分野について、ベンチ

マーク結果と共に紹介します。

14:05 ～

「量子コンピュータ」は今のコンピュータに

取って代わってしまうのか？

～現状のアプリケーションから将来像を考え

る～

NTTデータ 技術開発本部 矢実 貴志

NTTデータ 技術開発本部 川又 裕也

<講演概要>

量子コンピュータは計算負荷が高く既存のコンピュ

ータでは処理時間のかかる問題を、 大幅に高速化で

きる可能性を秘めており大きな期待を集めているアー

キテクチャです。 量子コンピュータは大きくゲート

方式とアニーリング方式に分類でき、NTT DATAでは

両方式のビジネス利用を見据えて各種検証と事例研

究を行っております。

本セッションではゲート型について、近い将来有力な

ユースケースになると言われている量子機械学習にス

コープを充てた簡単なデモンストレーションをご覧い

ただき、 現在の技術成熟度や今後の動向について説

明いたします。



14:20 ～

量子アニーリング活用最前線

～イジングマシンと組合せ最適化～

NTTデータ 技術開発本部 香月 諒大

<講演概要>

GPU・FPGAや量子コンピュータといった基盤技術

は、ITシステムでボトルネックとなっている問題を解

決し、 大きなイノベーションを生み出すものとして

注目を浴びています。 近年、組合せ最適化問題とい

う計算資源を大量に必要とするアプリケーションに

対して、 これらの基盤技術によるアクセラレーショ

ンを試みる取り組みがなされています。

本セッションでは、NTTデータにおけるこれらハー

ドウェアに関連する取組から、組合せ最適化・AIな

どビジネス応用の側面まで、簡単にご紹介いたしま

す。

14:27 ～

嘘つきはセキュリティの始まり

～偽装技術とセキュリティ～

NTTデータ システム技術本部 セキュリティ技術部 セキュリテ

ィマスター 宮本 久仁男

<講演概要>

「嘘をつくのはよくない」、これは社会生活上当たり

前のことですが、効果的にバレない嘘をつくことで、

セキュリティ上の効果を期待できることがあります。

本セッションでは、私自身がこれまでかかわってきた

技術とその応用の一部を紹介する中で、 通信の偽装

実現に発展した経緯と、私が考えた通信の偽装がど

のようにセキュリティに寄与するのか？をお話し

し、 通信偽装の実装をNTTデータグループのセキュ

リティ向上および、実際に発生したインシデント対

応に結びつけた例までをまとめてお話しいたします。



14:47 ～

5分で語る！ Apache Spark 3.0の魅力

NTTデータ 技術開発本部 シニア・ソフトウェアエンジニア 猿

田 浩輔

<講演概要>

今年6月に、Apache Spark 3.0がリリースされまし

た。およそ4年ぶりとなるメジャーリリースとなりま

す。 Spark SQLはより賢くなり、大幅な性能向上が

期待できる最適化の仕組みが導入されました。 また

AIに関連したユースケースにもSparkを活用できる仕

組みなど、魅力的なアップデートがたくさん盛り込

まれています。

本セッションでは、Spark 3.0の中でも特に大きなア

ップデートをコンパクトにお伝えします。

14:54 ～

せっかくBrokerの台数を増やしたのに俺の

Kafkaの性能が改善しないんだが...

～Apache Kafkaにおける性能情報の分析と

性能チューニングの具体例～

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 佐々木 徹

<講演概要>

Apache Kafkaはオープンソースの分散メッセージン

グシステムであり、この分野のデファクトスタンダー

ドとして世界中の企業ですでに広く利用されていま

す。 Apache Kafkaはリアルタイムなデータの収集・

分析・処理・活用を行うことを目的に利用されるこ

とも多いことから、 周辺のコンポーネントやアプリ

ケーションとのメッセージの送受信や処理を滞りな

く継続的に行う必要があり、必要な処理能力を確保

し、 安定して利用・運用するためにも性能観点の考

慮が重要です。

本セッションでは、Apache Kafkaの性能観点のオー

ソドックスな調査手法を説明するとともに、NTTデー

タで行った最新バージョンでの性能調査を基に、 実



際に性能観点の分析やチューニングの例をご紹介し

ます。

15:14 ～

FPGAを使って「巡回セールスマン問題」を解

いてみた

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 近藤 賢司

<講演概要>

処理特性に応じて最適な論理回路を生成し、高速化

が期待できるFPGAですが、その実装にはハードウェ

アに関する深い知識が必要でした。 しかし、近年は

技術の進歩によりアプリケーションの実装のハード

ルが下がり、ソフトウェアエンジニアでも実装が可

能になってきています。

本セッションでは、巡回セールスマン問題を解くア

ルゴリズムをFPGAに実装した事例をご紹介します。

15:23 ～

OpenJDK開発者直送！Java最前線

NTTデータ 技術開発本部 テクニカルリード 末永 恭正

NTTデータ 技術開発本部 阪田 浩一

<講演概要>

今年9月にJavaの最新メジャーバージョン15が登場し

ました。 3年前のJavaリリースサイクル変更直後に

登場したJava 9から数えて、Javaは6度ものメジャー

バージョンアップを遂げたことになります。 しか

し、現場ではJava 8をはじめとした旧来のバージョ

ンがいまだ現役であることも多いため、 Javaの最新

状況を把握している方はそう多くありません。来年

秋には次の長期サポート版（LTS）であるJava 17の

リリースが予定されています。

本セッションでは現在の最新LTSであるJava 11の

後、どのような進化を遂げてきたのか、Java 12から

15の新機能をご紹介します。 Javaの進化の方向性に

ついても合わせてご説明します。 Java 17の案件適用



に即応するために「最近のJava」を知っておきまし

ょう！

15:43 ～

JITWatchで確認する JITコンパイラの挙動

NTTデータ 技術開発本部 阪田 浩一

<講演概要>

Java仮想マシン（JVM）の主要な機能の1つが、JIT

コンパイラです。Javaバイトコードを機械語にコン

パイルするという性質上、 JITコンパイラの動作や結

果をログから読み取ることは容易ではありません。

そこでJITWatchです。 JITWatchはJITコンパイルの

ログを分析し、それをさまざまな角度から可視化す

るツールです。Javaのソースコードとバイトコー

ド、アセンブリの3つの対比したり、 コンパイルのチ

ェーンが見られたりする上に、より効率のよいコード

となるようJITWatchからの提案もあります。

本セッションではいくつかのデモを通じてJITWatch

の機能をご紹介します。このセッションのあとには、

もうJVMのJITコンパイラの理解に向けて一歩踏み出

しているでしょう！

15:48 ～

GraalVMでJNIレスなネイティブ呼び出しを

しよう！

NTTデータ 技術開発本部 テクニカルリード 末永 恭正



<講演概要>

Javaバインディングの用意されていないネイティブ

な共有ライブラリを呼び出さなければならないとき

は 基本的にJNI（Java Native Interface）と呼ばれ

る仕組みを使って、自分でCの世界とJavaの世界を橋

渡しする必要があります。 しかし、JNIはJavaとC言

語の両方に慣れていないと使いこなすのが大変で、初

心者にはハードルの高いものでした。 それが、昨今

注目を集めているJavaベースの多言語実行環境

「GraalVM」にこっそり用意されている機能を使う

と、 なんとJavaコードだけで共有ライブラリが提供

する機能を呼び出すことができてしまいます！

本セッションでは、そんなGraalVMのちょっと変わ

った使い方をデモを交えながらご紹介します。

15:55 ～

インテリジェントで高効率な通信・処理を実

現するエッジ技術のコネクティッドカーシス

テムへの適用

NTTデジタルツインコンピューティング研究センタ 主任研究

員 森 航哉 氏

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 葛西 亮生



<講演概要>

次世代自動車であるコネクティッドカーが収集する、

莫大な量の車両データや車載カメラ映像を活用する

ことで、 渋滞や路上障害物等の迅速な特定が可能と

なり、将来的に自動運転・電気自動車による効率的で

環境負荷が少ない交通システムが整っていくと考えら

れます。

トヨタ自動車とNTTグループは、2017年から協業を

開始し、数千万台の車両データを高速に処理・分析

し、 情報を必要とする車両やシステムにリアルタイ

ムに通知するための技術開発を行っています。

本セッションでは、NTTのエッジコンピューティング

技術を活用し、車両が検知した障害物情報を後続車

に高速通知するシナリオを例に、 これまで取り組ん

できたコネクティッドカーに関わる技術課題と、それ

を解決するNTTグループの技術について紹介致しま

す。

16:10 ～

ひと漕ぎで二度おいしい!?

Flutterを使ったモバイルアプリ開発への期待

と実態と付き合い方

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 高見 将則

<講演概要>

デジタル技術部ではiOSアプリとAndroidアプリをワ

ンコードで開発できるクロスプラットフォームの技

術検証や案件支援に取り組んでいます。 中でも

Flutterについては2018年のGoogle I/Oにて正式発表

されたと同時に検証を開始し、 今日までにPoC案

件、社内向けアプリ開発、商用アプリ開発と着実に

実績を積んできています。

本セッションではFlutterを使った開発を2年以上企

画・提案・開発・運用してきた経験からクロスプラ

ットフォーム技術に向けられる期待や実態、 そして

サービス開始後も継続的に開発を続けていく上でど

う付き合っていくとよいかについてお話します。



16:22 ～

仮想脳「NeuroAI」の裏側 ＆ 企画発表

NTTデータ 社会基盤ソリューション事業本部 ソーシャルイノ

ベーション事業部 R&Dスペシャリスト 前田 直哉

<講演概要>

NTTデータでは、国の研究機関である情報通信研究

機構（NICT）の脳情報通信融合研究センター

（CiNet）と共同で、 脳情報を活用した「NeuroAI」

の研究開発に取り組んできました。既存のAI手法と比

べて、より人間らしい主観情報に対する認識性能が向

上し、 脳解読に比べてコストを削減できるようにな

りました。

本セッションでは、NeuroAIの誕生までや技術的優位

性についてご紹介します。 また10/14講演の"感性の

DX実現へ仮想脳「NeuroAI」"にて実施したフォトコ

ンテストの結果発表も合わせて行います。

16:42 ～

クラウド時代におけるプラットフォームエン

ジニアの価値と生き方

NTTデータ システム技術本部 デジタル技術部 テクニカルリー

ド（並列分散処理技術） 都築 正宜

<講演概要>

当たり前のようにクラウドが活用される現代になっ

て、プラットフォームエンジニアが活躍する場面は旧

来とは大きく変わってきました。 本セッションで

は、NTTデータの技術部隊の第一線で活動するプラ

ットフォームエンジニアがお客様に提供してきた新し

い価値と、 新時代における技術スペシャリストとし

ての生き方をご紹介します。

スケールアウトするPostgreSQLを目指し

て！その第一歩！



16:49 ～

NTTデータ 技術開発本部 データベーステクニカルリード 藤井

雅雄

<講演概要>

スケールアウトは、今、PostgreSQLで最もユーザが

実現を期待している機能のひとつです。 NTTデータ

では、スケールアウトするPostgreSQLを目指し、そ

の第１弾として複数台のPostgreSQLをまたがる 分散

トランザクション(グローバルトランザクション)機能

の実現に取り組んでいます。

本セッションでは、PostgreSQLコミュニティで提

案・議論されているスケールアウト機能を紹介する

とともに、 NTTデータのスケールアウト実現に向け

たビジョンについてPostgreSQLコミッタが語りま

す。

DAY1  DAY2  DAY3

推奨OS、ブラウザ

Windows 10以降：

Microsoft Edge 最新版、Google Chrome 最新

版、Firefox 最新版

Mac OS X 10.15 以降：

Safari 最新版、Google Chrome 最新版、Firefox

最新版

ディスプレイサイズ

1280px × 1024px 以上

2020/10/12（月）～23（金）で「NTT DATA Technology Week 2020」を開催します。

この期間中、2つのオンラインイベントにおける技術者や最新技術を利用したビジネスに関する講演を始め

とし、 よりよい社会の創造に向けてNTTデータが注目する技術情報を多数発信していきます。

With/Afterコロナで新しい社会の姿が求められる中、企業活動のみならず様々な活動を変革するためにデ

ジタルテクノロジーの存在がますます重要なものとなっています。 社会変化をリードする技術について、

ぜひ皆さまと一緒に考えを深める10日間にしたいと思います。

https://www.nttdata.com/jp/ja/event/2020/technologyweek/
https://www.nttdata.com/jp/ja/event/2020/technologyweek/



